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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クエリを実行する方法であって、
　ユーザ入力を受信し、
　前記ユーザ入力に少なくとも部分的に基づいて第１の組のクエリキーワードを決定し、
　前記第１の組のクエリキーワードの少なくとも一部に基づいて、前記第１の組のクエリ
ーワードを用いて以前に生成されたクエリに応じた履歴クエリ結果および前記履歴クエリ
結果の選択頻度を含むユーザフィードバックログを取得し、
　前記ユーザフィードバックログに少なくとも部分的に基づいて、第２の組のクエリキー
ワードを決定し、前記第２の組のクエリキーワードの決定は、前記ユーザフィードバック
ログに少なくとも部分的に基づいて前記第１の組のクエリキーワードの１または複数の潜
在単語を選択することを含み、
　前記第２の組のクエリキーワードの少なくとも一部に基づいてクエリを実行する、
ことを備え、
　前記履歴クエリ結果は文脈に基づいて複数の分割単語に分割され、前記第２の組のクエ
リキーワードは前記複数の分割単語を含み、　
　前記第２の組のクエリキーワードは、前記複数の分割単語の内の少なくとも一部に隣接
する１または複数の単語、前記複数の分割単語の少なくとも一部分を含む１または複数の
単語、前記複数の分割単語の内の少なくとも１つの分割単語を含む１または複数の単語、
または、これらの組み合わせを含み、
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　前記第２の組のクエリキーワードは、前記第１の組のクエリキーワードに対応する前記
１または複数の潜在単語を含み、前記１または複数の潜在単語は、前記第１の組のクエリ
キーワードに関する潜在的語義を有し、前記潜在的語義は、対で出現する単語、特定の順
序で出現する複数の単語、別の単語を形成する単語または文字、あるいはこれらの任意の
組合せを含む、方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法はさらに、
　クエリ結果を返信し、
　前記クエリ結果を用いてユーザフィードバックデータベースを更新する、
ことを備える、方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法において、前記ユーザフィードバックログは、前記第１の組のク
エリキーワードの少なくとも一部をクエリ対象として用いて取得された履歴クエリ結果を
含む、方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の方法において、前記選択頻度は、前記履歴クエリ結果のクリック頻度
、前記履歴クエリ結果の表示頻度、前記履歴クエリ結果の閲覧時間、および、前記履歴ク
エリ結果の重要度、の少なくともいずれか一つに基づいて決定される、方法。
【請求項５】
　請求項１に記載の方法において、前記第２の組のクエリキーワードの少なくとも一部に
基づくクエリの実行は、前記第２の組のクエリキーワードの少なくとも一部を検索エンジ
ンに送信することを含む、方法。
【請求項６】
　請求項１に記載の方法はさらに、前記ユーザ入力を生成したユーザのユーザ特性を取得
することを備え、前記ユーザフィードバックログは、前記ユーザ特性に少なくとも部分的
に従って取得される、方法。
【請求項７】
　請求項１に記載の方法はさらに、前記ユーザ入力を生成したユーザのユーザ特性を取得
することを備え、前記第２の組のクエリキーワードは、前記ユーザ特性に少なくとも部分
的に従って取得される、方法。
【請求項８】
　クエリシステムであって、
　ユーザ入力を受信するよう構成されたインターフェースと、
　前記インターフェースに接続された１または複数のプロセッサであって、
　　前記ユーザ入力に少なくとも部分的に基づいて第１の組のクエリキーワードを決定し
、
　　前記第１の組のクエリキーワードの少なくとも一部に基づいて、前記第１の組のクエ
リーワードを用いて以前に生成されたクエリに応じた履歴クエリ結果および前記履歴クエ
リ結果の選択頻度を含むユーザフィードバックログを取得し、
　　前記ユーザフィードバックログに少なくとも部分的に基づいて、第２の組のクエリキ
ーワードを決定し、前記第２の組のクエリキーワードの決定は、前記ユーザフィードバッ
クログに少なくとも部分的に基づいて前記第１の組のクエリキーワードの１または複数の
潜在単語を選択することを含み、
　　前記第２の組のクエリキーワードの少なくとも一部に基づいてクエリを実行するよう
構成された、１または複数のプロセッサと、
　前記履歴クエリ結果は文脈に基づいて複数の分割単語に分割され、前記第２の組のクエ
リキーワードは前記複数の分割単語を含み、
　前記第２の組のクエリキーワードは、前記複数の分割単語の内の少なくとも一部に隣接
する１または複数の単語、前記複数の分割単語の少なくとも一部分を含む１または複数の
単語、前記複数の分割単語の内の少なくとも１つの分割単語を含む１または複数の単語、
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または、これらの組み合わせを含み、
　前記第２の組のクエリキーワードは、前記第１の組のクエリキーワードに対応する前記
１または複数の潜在単語を含み、前記１または複数の潜在単語は、前記第１の組のクエリ
キーワードに関する潜在的語義を有し、前記潜在的語義は、対で出現する単語、特定の順
序で出現する複数の単語、別の単語を形成する単語または文字、あるいはこれらの任意の
組合せを含み、
　前記１または複数のプロセッサに接続され、前記プロセッサに命令を提供するよう構成
された１または複数のメモリと、
を備える、システム。
【請求項９】
　請求項８に記載のシステムにおいて、前記プロセッサはさらに、
　クエリ結果を返信し、
　前記クエリ結果を用いてユーザフィードバックデータベースを更新するように構成され
ている、システム。
【請求項１０】
　請求項８に記載のシステムにおいて、前記ユーザフィードバックログは、前記第１の組
のクエリキーワードの少なくとも一部をクエリ対象として用いて取得された履歴クエリ結
果を含む、システム。
【請求項１１】
　請求項８に記載のシステムにおいて、前記選択頻度は、前記履歴クエリ結果のクリック
頻度、前記履歴クエリ結果の表示頻度、前記履歴クエリ結果の閲覧時間、および、前記履
歴クエリ結果の重要度、の少なくともいずれか一つに少なくとも部分的に基づいて決定さ
れる、システム。
【請求項１２】
　請求項８に記載のシステムにおいて、前記第２の組のクエリキーワードの少なくとも一
部に基づいくクエリの実行は、前記第２の組のクエリキーワードの少なくとも一部を検索
エンジンに送信することを含む、システム。
【請求項１３】
　請求項８に記載のシステムにおいて、前記プロセッサは、さらに、前記ユーザ入力を生
成したユーザのユーザ特性を取得するよう構成され、前記ユーザフィードバックログは、
前記ユーザ特性に少なくとも部分的に従って取得される、システム。
【請求項１４】
　請求項８に記載のシステムにおいて、前記プロセッサは、さらに、前記ユーザ入力を生
成したユーザのユーザ特性を取得するよう構成され、前記第２の組のクエリキーワードは
、前記ユーザ特性に少なくとも部分的に従って取得される、システム。
【請求項１５】
　請求項１に記載の方法において、
　前記第２の組のクエリキーワードを決定することは、ＩＰアドレス、ユーザ側ブラウザ
履歴データ、ユーザ側クッキーデータ、ユーザウェブ登録情報、またはこれらの任意の組
合せを解析することを含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、データ処理技術に関し、特に、単語マッチングおよび情報クエリのための方法
および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　潜在的語義とは、通常、単語または句の潜在的な意味を指し、通常、１または複数の単
語または句で表現されうる。なお、以下では中文をＣ１～Ｃ４２の符号で記し、中文と符
号との対応関係は末尾の表１に示す。例えば、「Ｃ１」（ｆｒｉｄｇｅ：冷蔵庫の短縮語
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）の潜在的語義は、一般に、「Ｃ２」（ｒｅｆｒｉｇｅｒａｔｏｒ：冷蔵庫）を指し、「
Ｃ３」（ｃｏｔｔｏｎ　ｓｌｉｐｐｅｒｓ：綿スリッパ）の潜在的語義は、一般に、「Ｃ
４」（ａｌｌ－ｃｏｔｔｏｎ　ｓｌｉｐｐｅｒｓ：純綿スリッパ）を指すなどである。
【０００３】
　潜在的意味の自動検索に関して多くの研究が行われており、それらのほとんどは、単語
の共出現および関係性を用いて類義語を見つけようとするものである。一部の既存の技術
は、同義語を用いて、単語の間の関係を決定する。しかしながら、手作業で分類されたコ
ーパスに基づいて得られる見出し語の数は限られており、同義語の自動発見の効果を保証
することは難しい場合がある。
【０００４】
　検索エンジンのインデックスモードは、通常、単独語検索（ｓｅｐａｒａｔｅ　ｗｏｒ
ｄ　ｓｅａｒｃｈ）、単語分割インデックス方式（ｗｏｒｄ　ｐａｒｔｉｔｉｏｎｉｎｇ
　ｉｎｄｅｘｉｎｇ）、および、ハイブリッドインデックス方式を含む。単独語インデッ
クス方式の技術を用いる場合、通常、ファイル内での単独語間の距離が算出される必要が
ある。したがって、効率が悪いことが多く、精度が低いことが多い。この問題は、単語間
に自然な単語区切り文字（例えば、スペース）を持たない言語（中国語など）で特に顕著
である。例えば、「Ｃ５」（ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ：農薬）、「Ｃ６」（Ｓｈｅｎ　Ｎｏ
ｎｇ　ｐｈａｒｍａｃｅｕｔｉｃａｌｓ：神衣薬品）、および、「Ｃ７」（Ｓｈｅｎ　Ｎ
ｏｎｇ　ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ　ｆａｃｔｏｒｙ：神衣農薬工場）の間の差異は、単独語
インデックス方式を用いると容易に区別できない。逆に、単語分割検索技術は、より高い
精度を有すると共に高速であるが、再現率は低いことが多い。例えば、その技術で「Ｃ１
」（ｆｒｉｄｇｅ）を検索すると、「Ｃ１」（ｆｒｉｄｇｅ）の結果のみを見出すことが
可能であり、「Ｃ２」（ｒｅｆｒｉｇｅｒａｔｏｒ）の結果を見出すことはできない。単
独語インデックス方式と単語分割インデックス方式とを組み合わせたハイブリッドインデ
ックス方法では、通常、最初に単語分割インデックス方式の技術に従ってクエリを行い、
その後、単独語インデックス方式の技術に従ってクエリを行う。例えば、「Ｃ８」（ｇｌ
ａｓｓ　ｂｏｔｔｌｅ：ガラス瓶）をクエリすると、単語分割インデックス方式に従って
「Ｃ８」（ｇｌａｓｓ　ｂｏｔｔｌｅ）が見つかり、その後、単独語インデックス方式に
従って別の結果が見つかる。これは、上述の２つの方法の欠点を補うが、単独語インデッ
クス方式に従って「Ｃ９」（ｇｌａｓｓ　ｂｏｔｔｌｅｓ：ガラス瓶（複数））が見つけ
られ、検索エンジンは、「Ｃ９」（ｇｌａｓｓ　ｂｏｔｔｌｅｓ）と「Ｃ１０」（ｃａｕ
ｓｉｎｇ　ｂｏｔｔｌｅ　ｎｅｃｋ：瓶首を作る）との区別ができないため、精度に影響
がある。したがって、より効果的な検索技術が求められている。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１Ａ】クエリ処理システムの一実施形態を示すブロック図。
【図１Ｂ】クエリを実行するための処理の一実施形態を示すフローチャート。
【図２】クエリ処理システムの一実施形態を示すブロック図。
【図３】マッチングモジュールの一実施形態を示すブロック図。
【図４】第１クエリキーワード取得モジュールの一実施形態を示すブロック図。
【図５】単語マッチングのための処理の一実施形態を示すフローチャート。
【図６】単語マッチングのための装置の一実施形態を示すブロック図。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　本発明は、処理、装置、システム、物質の組成、コンピュータ読み取り可能な格納媒体
上に具現化されたコンピュータプログラム製品、および／または、プロセッサ（プロセッ
サに接続されたメモリに格納および／またはそのメモリによって提供される命令を実行す
るよう構成されたプロセッサ）を含め、様々な形態で実装されうる。本明細書では、これ
らの実装または本発明が取りうる任意の他の形態を、技術と呼ぶ。一般に、開示された処
理の工程の順序は、本発明の範囲内で変更されてもよい。特に言及しない限り、タスクを
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実行するよう構成されるものとして記載されたプロセッサまたはメモリなどの構成要素は
、ある時間にタスクを実行するよう一時的に構成された一般的な構成要素として、または
、タスクを実行するよう製造された特定の構成要素として実装されてよい。本明細書では
、「プロセッサ」という用語は、１または複数のデバイス、回路、および／または、コン
ピュータプログラム命令などのデータを処理するよう構成された処理コアを指すものとす
る。
【０００７】
　以下では、本発明の原理を示す図面を参照しつつ、本発明の１または複数の実施形態の
詳細な説明を行う。本発明は、かかる実施形態に関連して説明されているが、どの実施形
態にも限定されない。本発明の範囲は、特許請求の範囲によってのみ限定されるものであ
り、多くの代替物、変形物、および、等価物を含む。以下の説明では、本発明の完全な理
解を提供するために、多くの具体的な詳細事項が記載されている。これらの詳細事項は、
例示を目的としたものであり、本発明は、これらの具体的な詳細事項の一部または全てが
なくとも特許請求の範囲に従って実施可能である。簡単のために、本発明に関連する技術
分野で周知の技術事項については、本発明が必要以上にわかりにくくならないように、詳
細には説明していない。
【０００８】
　図１Ａは、クエリ処理システムの一実施形態を示すブロック図である。図の例において
、クエリ処理システム１５０は、クエリ処理サーバ１５１２を備えており、クエリ処理サ
ーバ１５２は、いくつかの実施形態において、１または複数のメモリに接続された１また
は複数のプロセッサを有する１または複数のデバイスを備える。クエリ処理サーバ１５２
は、ユーザ入力を受信するよう構成された１または複数のインターフェースを備える。ユ
ーザ入力は、例えば、ネットワーク１５５（インターネットまたはその他の通信ネットワ
ークであってよい）を介してクライアントデバイス（１５４など）によって送信されたユ
ーザ入力である。通信インターフェースの例としては、ポート、ケーブル、有線または無
線ネットワークインターフェースカードなどの外部接続、および、通信バスなどの内部接
続が挙げられるが、これらに限定されない。いくつかの実施形態では、クライアントデバ
イスは、ネットワーク機能を有するコンピュータまたは携帯デバイスなどのコンピュータ
デバイスである。クエリ処理サーバ１５２は、ユーザフィードバックログを格納するユー
ザフィードバックデータベース１５６にアクセスできる。
【０００９】
　後に詳述するように、ユーザ入力を受信すると、クエリ処理サーバは、ユーザ入力を処
理して、ユーザ入力およびユーザフィードバックログに基づいてクエリキーワードを生成
する。いくつかの実施形態では、クエリキーワードは、クエリキーワードに基づいて検索
を実行し検索結果を返す検索エンジン１５８に送信される。いくつかの実施形態では、検
索エンジンは、データベースに格納された特定のコンテンツ（電子商取引ウェブサイト上
の製品情報など）を検索するよう構成される。いくつかの実施形態では、検索エンジンは
、インターネット上のコンテンツを検索する汎用の検索エンジンとして構成される。キー
ワード検索エンジンおよびクエリ処理サーバの機能は、いくつかの実施形態では統合され
ており、その場合、クエリ処理サーバは、キーワードを用いて検索を行い、直接的に結果
を返す。検索結果、および、検索結果に対するユーザの応答（ユーザ選択、クリックスル
ーなど）は、ユーザフィードバックデータベース内で更新される。
【００１０】
　図１Ｂは、クエリを実行するための処理の一実施形態を示すフローチャートである。処
理１００は、システム（１５０など）上で実行されてよい。工程１０２において、複数の
シンボルを含むユーザ入力が受信される。いくつかの実施形態では、ユーザ入力は、クラ
イアントデバイス（１５４など）からウェブブラウザまたはその他のユーザインターフェ
ースツールによってクエリ処理サーバに送信される。本明細書で用いられているように、
シンボルとは、文字（ｃｈａｒａｃｔｅｒ　ｏｒ　ｌｅｔｔｅｒ）を指す。複数の文字（
ｃｈａｒａｃｔｅｒｓまたはｌｅｔｔｅｒｓ）が単語を形成する。
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【００１１】
　工程１０４において、第１の組のクエリキーワードが、ユーザ入力に基づいて決定され
る。第１の組のクエリキーワードは、１または複数の単語を含んでよい。いくつかの実施
形態では、ユーザ入力は、第１の組のクエリキーワードとして直接的に利用される。いく
つかの実施形態では、ユーザ入力は分割され、分割された単語が、第１の組のクエリキー
ワードとして利用される。いくつかの場合、ユーザ入力は、文字（ｌｅｔｔｅｒ）ベース
の言語（英語など）であり、単語は、スペースによって必然的に区切られる。したがって
、ユーザ入力は、文脈ベースの処理を必要とせず、第１の組のクエリキーワードは、ユー
ザ入力内の単語および／または語幹入力単語を含む。一部の例では、漢字ベースの言語（
中国語など）が、ユーザ入力言語として用いられる。かかる言語には特定の区切り文字が
ないため、入力シンボルは、文脈に基づいて単語に分割され、第１の組のクエリキーワー
ドは、分割された単語を含む。いくつかの実施形態では、第１の組のクエリキーワードは
、さらに、ユーザ入力内の文字（ｃｈａｒａｃｔｅｒ）を含み、それらの文字は分割する
ことなしに利用可能である。
【００１２】
　工程１０６において、ユーザフィードバックログが、第１の組のクエリキーワードに基
づいて取得される。ユーザフィードバックログは、いくつかの実施形態では、データベー
ス（１５６など）から取得され、第１の組のクエリキーワードをクエリの対象（または、
目標）として用いた履歴クエリ結果と、ユーザによる選択頻度（クリックスルー率とも呼
ぶ）とを含む。様々な実施形態において、選択頻度は、以前のクエリ結果に対する選択頻
度および／または以前の結果のコンテンツに対する選択頻度を含みうる。ユーザフィード
バックログは、検索エンジンによって収集される。いくつかの実施形態では、ユーザによ
るキーワード入力、過去のクエリ結果（例えば、ウェブページファイル識別子／ユニバー
サルリソースロケータ（ＵＲＬ））、過去のクエリ結果に対するクリック頻度、過去のク
エリ結果の表示頻度などが、検索エンジンによって収集されて格納される。例えば、第１
の組のクエリキーワードが、単語「ｗｅｓｔｅｒｎ　ｍｅｄｉｃｉｎｅ：西洋医学」すな
わち「Ｃ１１」を含むとすると、ユーザフィードバックログは、ユーザが以前に単語「ｗ
ｅｓｔｅｒｎ　ｍｅｄｉｃｉｎｅ」すなわち「Ｃ１１」を用いてクエリを行った時に返さ
れた結果のすべてまたは一部の記録を含む。
【００１３】
　工程１０８において、ユーザフィードバックログに基づいて第１の組のクエリキーワー
ドに一致する第２の組のクエリキーワードが決定される。いくつかの実施形態では、第２
の組のクエリキーワードは、ユーザフィードバックログに基づいて導出された潜在的語義
を持つ単語を含む。潜在的語義を確立するために、以前の記録のすべてまたは一部（ラン
ダムに選択された部分など）が利用されてよい。潜在的意味を有する潜在単語の自動発見
とは、元の単語と関連する意味または同様の意味を有する１または複数の単語（または、
句）を見つけることを指す。ユーザフィードバックログに基づいて、クエリ単語と、ユー
ザの意図を具体化する履歴クエリ結果との間の潜在的語義の関係を、高い信頼性で自動的
に見つけることができる。潜在的語義の関係は、次いで、検索エンジンの精度およびイン
テリジェンスを改善するために用いられる。したがって、ユーザフィードバックログは、
第１の組のクエリキーワードを検索対象として用いている以前の全履歴クエリ結果と、履
歴クエリ結果に対するユーザによる以前の全クリック選択頻度とを含みうる。
【００１４】
　いくつかの実施形態では、第２の組のクエリキーワードを決定する工程は、第１の組の
キーワードの履歴クエリ結果のコンテンツを取得する工程と、履歴クエリ結果のコンテン
ツを分割して１組の分割単語を取得する工程と、分割単語の選択頻度に基づいて第２の組
のクエリキーワードを決定する工程と、を含む。
【００１５】
　工程１１０において、第２の組のクエリキーワードの少なくとも一部を用いてクエリが
実行され、クエリ結果が取得される。いくつかの実施形態では、クエリキーワードは、ク
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エリ結果を取得するために、検索エンジンに入力される。
【００１６】
　工程１１２において、第２の組のクエリキーワードに基づいたクエリ結果を用いて、ユ
ーザフィードバックログの取得先であるユーザフィードバックデータベースが更新される
。
【００１７】
　様々な実施形態において、第１の組のクエリキーワードは、以下のタイプの内の１また
は複数に属する：
【００１８】
　タイプ１：分割単語に隣接する単語。説明のため、以下では、かかる場合の選択頻度に
関連する統計結果をＰ１とする。
【００１９】
　タイプ２：分割単語の一部分を含む単語。以下では、かかる場合の選択頻度に関連する
統計結果をＰ２とする。
【００２０】
　タイプ３：分割単語を含む単語。以下では、かかる場合の選択頻度に関連する統計結果
をＰ３とする。
【００２１】
　ユーザフィードバックログは、履歴クエリ結果、クリック頻度、および、履歴クエリ結
果の表示頻度など、クエリ単語に対応する情報を記録するよう適合される。例えば、クエ
リ結果は、ウェブページであってよい。与えられたクエリ単語について、結果として生じ
るウェブページが高い選択頻度を有していれば、クエリ単語との関連性が高いと見なされ
る。単語の潜在的語義とは、元の単語の同義語、類義語、または、部分的な同義語である
別の単語を意味するものであり、一例では、「Ｃ８」と「Ｃ９」（「ｇｌａｓｓ　ｂｏｔ
ｔｌｅ」と「ｇｌａｓｓ　ｂｏｔｔｌｅｓ」）、別の例では、「Ｃ１２」と「Ｃ１３」と
「Ｃ１４」（「ｄｏｕｂｌｅ　ｂｅｄ：ダブルベッド」と「ｓｉｎｇｌｅ　ｂｅｄ：シン
グルベッド」と「ｍａｔｔｒｅｓｓ　ｂｅｄ：マットレスベッド」）であり、後者の例で
は、すべての単語が、人の寝る場所である「Ｃ１５」（「ｂｅｄ：ベッド」）という潜在
的語義を有しているが、「Ｃ１６」（「ｆｌｏｗｅｒ　ｂｅｄ：花壇」）は、「Ｃ１５」
（「ｂｅｄ」）という潜在的語義を有していない。
【００２２】
　本願の様々な実施形態では、少なくとも３タイプの潜在的語義が用いられる。第１のタ
イプの潜在的語義は、対で現れることが多い単語であり、例えば、「Ｍｏｔｏｒｏｌａ：
モトローラ」および「ｃｏｍｐａｎｙ：社」（「Ｃ１７」および「Ｃ１８」）、「Ｍｏｔ
ｏｒｏｌａ」および「ｍｏｂｉｌｅ　ｐｈｏｎｅ：携帯電話」（「Ｃ１７」および「Ｃ１
９」）である。かかる関係は、２つの単語の間の相関関係を示す。換言すれば、単語分割
後のいくつかの単語は、クエリ単語に（少なくとも意味において）隣接すると見なされる
。単語の第２のタイプの潜在的語義は、特定の順序で現れる複数の単語を含む。例えば、
クエリキーワード「ｇｌａｓｓ　ｂｏｔｔｌｅ」は、対応する潜在単語「ｇｌａｓｓ」お
よび「ｂｏｔｔｌｅ」を有しており、「Ｃ８」は、潜在的語義単語「Ｃ２０」および「Ｃ
２１」を有しており、「Ｃ２２」（ｂｅａｕｔｙ）は、対応する潜在単語「Ｃ２３」（ｂ
ｅａｕｔｉｆｕｌ：美しい）、「Ｃ２４」（ｗｏｍａｎ：女性）を有する。つまり、分割
単語は、単語分割後のクエリ単語の少なくとも一部分を含む。第３のタイプの潜在的語義
は、別の単語を形成する単語または文字である。例えば、「Ｃ２５」（ｓｈｒｉｍｐ：エ
ビ）および「Ｃ２６」（ｐｒａｗｎｓ：テナガエビ）、「Ｃ２７」（ａｌｃｏｈｏｌ：酒
）および「Ｃ２８」（ｂｅｅｒ：ビール）であり、すなわち、分割単語は、クエリキーワ
ードを含む。クリック頻度などのユーザフィードバックを用いて自動的に見出された潜在
的語義は、通常、ユーザによって入力された検索キーワードの意図を表し、検索エンジン
の精度を改善するために利用可能である。例えば、ユーザが、「Ｃ１５」（「ｂｅｄ」）
を検索する場合、ユーザの実際の意図は、通常、「Ｃ１６」（「ｆｌｏｗｅｒ　ｂｅｄ」
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）などの一般的な支持構造、または、ある種の機械「Ｃ３０」（「ｌａｔｈｅ：旋盤」）
ではなく、就寝のためのベッド、例えば、「Ｃ１３」（「ｓｉｎｇｌｅ　ｂｅｄ」）、「
Ｃ１２」（「ｄｏｕｂｌｅ　ｂｅｄ」）、および、「Ｃ２９」（「ｗｏｏｄｅｎ　ｂｅｄ
：木製ベッド」）である。表示された検索結果の選択などのユーザフィードバックに基づ
いて、「Ｃ１３」（「ｓｉｎｇｌｅ　ｂｅｄ」）、「Ｃ１２」（「ｄｏｕｂｌｅ　ｂｅｄ
」）、および、「Ｃ２９」（「ｗｏｏｄｅｎ　ｂｅｄ」）が、「Ｃ１５」（ｂｅｄ　ｆｏ
ｒ　ｓｌｅｅｐｉｎｇ：就寝用のベッド）という潜在的語義を持ち、「Ｃ１６」（「ｆｌ
ｏｗｅｒ　ｂｅｄ」）が、「Ｃ１５」という潜在的語義を持たないことを決定できる。
【００２３】
　いくつかの実施形態では、第１の組のクエリキーワードが、工程１０２および１０４に
従って取得され、履歴クエリ結果（ウェブページＵＲＬ、ファイルＩＤなど）、クリック
頻度、および、履歴クエリ結果の表示頻度、もしくは、これらの組み合わせが、工程１０
６に従って取得される。単語分割が、第１の組のクエリキーワードに対して実行される。
第１の組のクエリキーワードが複数の単語を含む場合、クエリ単語のユーザフィードバッ
クログに含まれる対応する履歴クエリ結果および関連情報が、各分割単語に対応する各ユ
ーザフィードバックログに追加される。したがって、各分割単語は、自身の対応する履歴
クエリ結果を有する。処理の結果として、ユーザフィードバックログの各クエリは、独立
した分割単語になる。Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３に関連する上述の処理は、それぞれ、各分割単語
または分割単語の部分に対して実行され、履歴クエリ結果の選択は、総クエリ回数、クリ
ック回数、履歴クエリ結果の公開回数、または、それらの組み合わせの情報に従って決定
されてよい。分割単語に対応する履歴クエリ結果は、それぞれ処理される。分割単語に完
全にマッチする文字列すべてが、ユーザフィードバックログの履歴クエリ結果内で見出さ
れ（ここで、完全に一致することとは、分割単語が文字列の部分列であることを意味する
）、文字列の長さは、分割単語を含む文の長さ、または、分割単語を含む文の長さのＭ倍
であってよい（ただし、Ｍは２以上の任意の整数であってよい）。分割単語のタイプに応
じて、対応する統計結果Ｐ１、Ｐ２、または、Ｐ３が、各分割単語について算出される。
説明のために、以下の実施形態では、ファイルをクエリ結果として用いるが、ＵＲＬまた
はその他の適切な検索オブジェクトなど、他の結果を用いてもよい。実装例において、ク
エリ結果の選択頻度および／またはクエリ結果のコンテンツの選択頻度が考慮されてよい
。
【００２４】
　いくつかの実施形態では、第１の組のクエリキーワードが、工程１０２および１０４に
従ってユーザ入力に基づいて取得され、履歴クエリ結果（ウェブページＵＲＬ、ファイル
ＩＤなど）、クリック頻度、および、履歴クエリ結果の表示頻度、もしくは、これらの組
み合わせが、工程１０６に従ってユーザフィードバックログから取得される。一方、クエ
リ辞書が、随意的に事前構成されてもよく、異なる検索単語に対応する情報（履歴クエリ
結果（ウェブページＵＲＬ、ファイルＩＤなど）、クリック頻度、および、履歴クエリ結
果の表示頻度、もしくは、これらの組み合わせ）が、事前に入力されてよい。このように
、第１の組のクエリキーワードが入力された時に、第２の組のクエリキーワードは、クエ
リ辞書を用いて迅速かつ容易に取得されうる。すなわち、以前のユーザフィードバックロ
グのコンテンツは、クエリのために事前に格納されており、クエリ辞書は、新しいユーザ
フィードバックログに従って更新されてもよいが、ユーザフィードバックログは、第１の
クエリキーワードが入力された後に呼び出されてもよい。
【００２５】
　異なるタイプの分割単語の処理について説明する。
【００２６】
　タイプ１：分割単語が第１の組のクエリキーワードに隣接する。第１の組のクエリキー
ワードが文字列の分割単語を含む場合、例えば、第１のクエリキーワードが「Ｃ２２」で
あり、ユーザフィードバックログ内の履歴クエリ結果が、コンテンツ「Ｃ３１、Ｃ３２」
（Ｃｈｉｎｅｓｅ｜ａｎｃｉｅｎｔ｜ｂｅａｕｔｙ｜Ｘｉｓｈｉ｜ｎａｍｅｄ｜Ｙｉｇｕ
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ａｎ｜，ｂｏｒｎ｜ｄｕｒｉｎｇ｜Ｃｈｕｎｑｉｕ｜Ｚｈａｎｇｕｏ｜ｐｅｒｉｏｄ）を
含むファイルである場合である（ここで、「｜」は、単語分割が起きる位置を示す）。こ
こで、クエリ結果文字列内でクエリキーワードに直接隣接する分割単語の出現回数（Ｔ）
に、クエリ結果のクリック頻度および／または表示頻度を掛けて、その積を重み付け係数
（回数重み（１）と呼ぶ）として、全クエリ結果のカウントＰ１に加える。Ｐ１は、各単
語が第１のクエリキーワードの前または後ろに出現する回数の重み（１）を含む。例えば
、この例では、ファイルの重みが０．５である場合、Ｐ１における「Ｃ３３」（ａｎｃｉ
ｅｎｔ）および「Ｃ３４」（Ｘｉｓｈｉ）に対応する結果（ここで、２つの単語はクエリ
キーワードに直接隣接し、Ｔ＝１である）は、それに応じて０．５だけ増大される。
【００２７】
　タイプ２：分割単語が第１の組のクエリキーワードの部分を含む。第１の組のクエリキ
ーワードが、複数の隣接する単語分割結果に含まれる場合である。例えば、第１のクエリ
キーワードが「Ｃ２２」（ｂｅａｕｔｙ）であり、ユーザフィードバックログ内の履歴ク
エリ結果が、分割されたコンテンツ「Ｃ３５」（Ｘｉｓｈｉ｜ｉｓ｜ａ｜ｂｅａｕｔｉｆ
ｕｌ｜ｗｏｍａｎ｜）を有する場合である。この時、第１のクエリキーワードを含む分割
単語の出現回数に、クエリ結果のクリック頻度および／または表示頻度を掛けて、その積
を重み付け係数（回数重み（２）と呼ぶ）として、全クエリ結果のカウントＰ２に加える
。Ｐ２は、第１の組のクエリキーワードの複数の分割単語が同じ順序で出現する回数の重
み（２）を含む。したがって、この例では、ファイルの重みが０．３の場合、Ｐ２におけ
る「Ｃ３６」に対応する結果は、０．３だけ増大される。
【００２８】
　タイプ３：分割単語が第１の組のクエリキーワードを含む。第１のクエリキーワードが
分割単語の部分列である場合、例えば、クエリ単語が「Ｃ１」（ｆｒｉｄｇｅ）であり、
ユーザフィードバックログ内の履歴クエリ結果が、分割されたコンテンツ「Ｃ３７」（ｒ
ｅｆｒｉｇｅｒａｔｏｒ｜ａｉｒ　ｃｏｎｄｉｔｉｏｎｉｎｇ｜ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ
｜ａｎｄ｜ｒｅｐａｉｒ）を有する場合。この時、第１のクエリキーワードを含む分割単
語の出現回数に、クエリ結果のクリック頻度および／または表示頻度を掛けて、その積を
重み付け係数（回数重み（３）と呼ぶ）として、全クエリ結果のカウントＰ３に加える。
なお、Ｐ３は、クエリ結果内に第１のクエリキーワードを含む分割単語の出現回数の重み
（３）である。したがって、この例では、ファイルの重みが０．８の場合、Ｐ３における
「Ｃ２」（ｒｅｆｒｉｇｅｒａｔｏｒ）に対応する結果は、０．８だけ増大される。
【００２９】
　処理工程は、ユーザフィードバックログ内の履歴クエリ結果の分割単語がすべて処理さ
れるまで繰り返される。分割単語がＰ１に従って出現する回数の加重和に基づいて、回数
重みの合計が第１の閾値よりも大きい分割単語を、クエリ単語の第１の潜在的語義関係と
する。同様に、分割単語がＰ２およびＰ３で出現する回数の加重和に従って、回数重みの
合計がそれぞれ第２の閾値および第３の閾値よりも大きい分割単語を、単語の第２の潜在
的語義関係および第３の潜在的語義関係とする。
【００３０】
　様々な実施形態において、潜在的語義の内の１または複数が処理される。第１、第２、
および、第３の閾値は、固定の閾値であってもよいし、クエリ単語の全クエリ結果に従っ
て動的に調整されてもよい。例えば、一致した文字列を含むすべてのクエリ結果ファイル
に加重和を実行し、次いで、得られた結果に係数を掛ける。なお、係数は、クエリ結果に
従って動的に設定されてよい。閾値を設定することにより、クエリ単語の一部の潜在的語
義を有する単語は、無条件のフィードバックになるのではなく、選択的に決定される。
【００３１】
　いくつかの実施形態において、第１の組のクエリキーワードに一致する第２の組のクエ
リキーワードが、履歴クエリ結果および選択頻度に従って決定される時に、選択頻度が所
定の閾値よりも大きい必要があってよく、選択頻度は、履歴クエリ結果に対するユーザの
選択頻度であってよく、また、履歴クエリ結果のコンテンツに対するユーザの選択頻度で
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あってもよい。ファイルまたはそのコンテンツのクリック頻度および／または表示頻度を
重み係数とする。その係数は、クリック頻度および表示頻度の一方または両方であってよ
く、係数の値は、クリックおよび表示頻度と線形または非線形の関係を有しうる。例えば
、両方の頻度が所定の閾値よりも大きい場合に係数は１に設定され、そうでない場合に係
数は０に設定されるか、もしくは、最大のクリック頻度および表示頻度を有する係数は１
であり、他の係数は、最大値で割ることによって［０，１］に正規化される。選択頻度を
選択する目的は、選択頻度を用いて潜在的語義を見つけることである。低い選択頻度を有
する一部の情報は、所定の閾値によってフィルタリングされるため、それにより、潜在的
語義の発見速度を向上させると同時に、いくつかの情報の干渉を避けることができる。
【００３２】
　様々な実施形態において、選択頻度は、以下の内の１または複数を含む：履歴クエリ結
果のクリック頻度、履歴クエリ結果の表示頻度、履歴クエリ結果の閲覧時間（ｒｅａｄｉ
ｎｇ　ｔｉｍｅ）、および、履歴クエリ結果の重要度。ファイルのクリック頻度および表
示頻度（または、それらの内の一方）は、重み付け係数と見なされ、その係数は、ファイ
ルの他の情報、例えば、ユーザがそのファイルを読むのに費やした時間、重要度、クリッ
ク頻度、および、表示頻度の組み合わせであってもよい。
【００３３】
　実施例において、クエリ単語とその潜在的語義との間の関係は、交換可能である。例え
ば、「Ｃ３８」（ｇｌａｓｓ｜ｂｏｔｔｌｅｓ）は、「Ｃ８」（ｇｌａｓｓ　ｂｏｔｔｌ
ｅ）の潜在的語義であり、「Ｃ８」（ｇｌａｓｓ　ｂｏｔｔｌｅ）は、「Ｃ３８」（ｇｌ
ａｓｓ｜ｂｏｔｔｌｅｓ）の潜在的語義であり、また、「Ｃ２」（ｒｅｆｒｉｇｅｒａｔ
ｏｒ）は、「Ｃ１」（ｆｒｉｄｇｅ）の潜在的語義であり、「Ｃ１」（ｆｒｉｄｇｅ）は
、「Ｃ２」（ｒｅｆｒｉｇｅｒａｔｏｒ）の潜在的語義である。
【００３４】
　工程１０４において第１の組のクエリキーワードを決定するために、様々な技術を用い
ることができる。１つの技術は、ユーザによって入力された情報コンテンツに対して、単
語分割を最初に実行し、分割された単語を用いて、クエリキーワードを取得することを含
む。別の技術では、情報コンテンツは文字に分解され、各文字がクエリキーワードとして
利用される。異なるキーワード決定方法が、同時に実行されてもよいし、組み合わされて
もよい。組み合わせ技術では、ユーザが入力したクエリ単語に対して、最初に単語分割が
実行される。分割された単語を用いて、単語分割結果のクエリが実行される。クエリ単語
の分割単語の潜在的意味を用いて、さらなるクエリが実行され、最終的に単独語のクエリ
が実行されてよい。単語分割結果のクエリとは、相関のある結果が、クエリ単語の単語分
割結果に従って単語分割インデックスからクエリされることを指しており、単独語のクエ
リとは、単独語インデックス化から結果がクエリされることを指しており、潜在的意味の
クエリとは、クエリ単語の潜在的語義を用いてクエリ結果が取得されることを指す。
【００３５】
　第１の潜在的語義を有する単語については、「クエリ単語＋第１の潜在的語義を有する
単語」によって、相関する結果がクエリされる。クエリ単語が「Ｃ１７」（Ｍｏｔｏｒｏ
ｌａ）である場合、第１の潜在的語義を有する対応する単語は、「Ｃ３９」（Ｍｏｔｏｒ
ｏｌａ　ｃｏｍｐａｎｙ）および「Ｃ４０」（Ｍｏｔｏｒｏｌａ　ｍｏｂｉｌｅ　ｐｈｏ
ｎｅ）であり、ここで、「Ｃ１７」（Ｍｏｔｏｒｏｌａ）の第１のタイプの潜在的語義は
、「Ｃ１８」（ｃｏｍｐａｎｙ）および「Ｃ１９」（ｍｏｂｉｌｅ　ｐｈｏｎｅ）である
。第２のタイプの潜在的語義を有する単語については、第２の潜在的語義を有する「隣接
するクエリ単語」を用いてクエリ結果が取得される。例えば、「Ｃ８」（ｇｌａｓｓ）の
第２の潜在的語義を有する対応する単語は、「Ｃ３８」（ｇｌａｓｓ｜ｂｏｔｔｌｅｓ）
である。第３のタイプの潜在的語義を有する単語については、第３の潜在的語義を有する
単語によってクエリ結果が取得される。例えば、「Ｃ２」（ｒｅｆｒｉｇｅｒａｔｏｒ）
がクエリされた場合、第３の潜在的語義を有する単語は、「Ｃ１」（ｆｒｉｄｇｅ）であ
る。
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【００３６】
　クエリ単語とファイルとの間の相関度が、潜在的語義クエリのクエリ結果に基づいて算
出される場合、それは、単独語クエリで得られた結果の相関度よりも高いことが好ましい
。相関度の値は、（相関度およびウェブページの重要度などに従った）クエリ結果の順序
付けに影響する。
【００３７】
　いくつかの実施形態において、第１の組のクエリキーワードが工程１０４で取得される
時に、第１の組のクエリキーワードを入力するユーザのユーザ特性も取得されてよい。す
なわち、ユーザが第１の組のクエリキーワードを入力する時に、ユーザのユーザ特性が取
得されてよい。
【００３８】
　したがって、ユーザフィードバックログが工程１０６で取得される時に、ユーザフィー
ドバックログは、ユーザ特性に従って取得されてもよい。
【００３９】
　もしくは、ユーザフィードバックログが取得される時に、取得されるユーザフィードバ
ックログは、第１の組のクエリキーワード内の単語を対象とする履歴クエリ結果と、履歴
クエリ結果に対するユーザの選択頻度とを含み、これらの履歴クエリ結果は、ユーザ特性
を含む。
【００４０】
　もしくは、ユーザフィードバックログに従って第２の組のクエリキーワードを決定する
時に、第２の組のクエリキーワードは、ユーザ特性に従って決定されてもよい。
【００４１】
　すなわち、第２の組のクエリキーワードがユーザフィードバックログに従ってマッチン
グされる時に、第１の組のクエリキーワードを入力したユーザのユーザ特性に従って、異
なる第２の組のクエリキーワードが決定されてもよい。ユーザ特性を用いてユーザフィー
ドバックログを選択することにより、第１の組のクエリキーワードの潜在的語義をさらに
見つけることが好ましい。例えば、上述の実施形態によると、ユーザが、「Ｃ１５」を検
索する場合、ユーザの実際の意図は、「Ｃ４１」または「Ｃ３０」（ｌａｔｈｅ）などの
機械設備ではなく、ほとんどの場合、就寝のためのベッド、例えば、「Ｃ１３」（ｓｉｎ
ｇｌｅ　ｂｅｄ）、「Ｃ１２」（ｄｏｕｂｌｅ　ｂｅｄ）、および、「Ｃ２９」（ｗｏｏ
ｄｅｎ　ｂｅｄ）である。この時、前出の検索語が「Ｃ１５」（ｂｅｄ）の潜在的語義を
有し、潜在的語義が「Ｃ４１」（ｌａｔｈｅ）などを含まないことが、就寝用ベッドに関
するコンテンツのユーザ選択など、ユーザのフィードバックに基づいて推測されてよい。
しかしながら、同じクエリキーワード「Ｃ１５」（ｂｅｄ）について、ユーザが機械設備
の分野の技術者である場合には、潜在的語義は、「Ｃ１３」（ｓｉｎｇｌｅ　ｂｅｄ）、
「Ｃ１２」（ｄｏｕｂｌｅ　ｂｅｄ）、および、「Ｃ２９」（ｗｏｏｄｅｎ　ｂｅｄ）な
どではなく、「Ｃ４１」（ｌａｔｈｅ）であることが好まししい。この実施形態では、「
機械設備の分野の技術者」がユーザ特性となり、単語の潜在的語義をより良好に見つける
ために、ユーザフィードバックログを分類するために用いられる。
【００４２】
　別の例では、入力された第１の組のクエリキーワードは「Ｃ４２」（ａｐｐｌｅ：アッ
プル）であり、ユーザ特性がコンピュータ関係の労働者である場合には、コンピュータの
カテゴリの第２の組のクエリキーワードが、マッチングセットとして利用され、ユーザ特
性が食品産業の労働者または農業労働者である場合には、果物のカテゴリの第２のキーワ
ードがマッチングセットとして利用される。具体的な実施の際には、ユーザ特性は、ユー
ザの地域（例えば、国、地域、および、町）、ユーザが頻繁にブラウズしていた以前のウ
ェブページ、ユーザが最近ブラウズしたウェブページ、ユーザが入力した以前の検索キー
ワード、ユーザの性別、年齢、職業、および、好みなどを含んでよい。ユーザ特性の解析
および分類のために、ＩＰアドレス解析、ユーザ側ブラウザ履歴データ解析、ユーザ側Ｃ
ＯＯＫＩＥデータ解析、および、ユーザウェブ登録情報の解析などの技術的手段が、必要
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に応じて利用されてよく、これは、当業者にとって容易に理解されうる。
【００４３】
　同じ発明概念に基づいて、本願は、さらに、単語マッチングのための方法および装置、
ならびに、情報クエリのための装置を提供する。単語マッチングのための方法および装置
、情報クエリのための装置、ならびに、情報クエリのための方法は、同じ発明概念に基づ
いているため、それらは同様の原理を有する。したがって、単語マッチングのための方法
および装置ならびに情報クエリのための装置の実施例では、情報クエリのための方法の実
施例を参照することができるため、本明細書では、繰り返しの部分は省略する。
【００４４】
　クエリ処理システムの一実施形態の実装について以下で説明する。システムは、複数の
モジュールを備え、モジュールは、サブモジュールまたはユニットを備える。これらのモ
ジュール／サブモジュール／ユニットは、１または複数のプロセッサ上で実行されるソフ
トウェアコンポーネントとして、特定の機能を実行するよう設計されたプログラム可能論
理デバイスおよび／または特定用途向け集積回路などのハードウェアとして、もしくは、
それらの組み合わせとして実装することができる。いくつかの実施形態において、モジュ
ールは、コンピュータデバイス（パーソナルコンピュータ、サーバ、ネットワーク装置な
ど）に本発明の実施形態に記載された方法を実行させるための複数の命令など、不揮発性
記憶媒体（光学ディスク、フラッシュ記憶装置、携帯用ハードディスクなど）に格納する
ことができるソフトウェア製品の形態で具現化されてよい。モジュール／サブモジュール
／ユニットは、単一のデバイス上に実装されてもよいし、複数のデバイスにわたって分散
されてもよい。モジュールの機能は、互いに統合されてもよいし、複数のサブモジュール
にさらに分割されてもよい。
【００４５】
　図２は、クエリ処理システムの一実施形態を示すブロック図である。図に示すように、
システムは、ユーザ入力に基づいて第１の組のクエリキーワードを取得するための第１ク
エリキーワード取得モジュール２０１と、第１の組のクエリキーワードのユーザフィード
バックログを取得するためのユーザフィードバックログ取得モジュール２０２と、ユーザ
フィードバックログに従って第１の組のクエリキーワードに一致する第２の組のクエリキ
ーワードを決定するためのマッチングモジュール２０３と、第２の組のクエリキーワード
を対象とするクエリ結果をフィードバックするためのクエリ結果フィードバックモジュー
ル２０４と、を備える。
【００４６】
　実装例において、ユーザフィードバックログ取得モジュールは、さらに、ユーザフィー
ドバックログを取得するよう適合されてよく、ユーザフィードバックログは、第１の組の
クエリキーワードに含まれる単語を検索対象とした以前の全履歴クエリ結果と、ユーザに
よる履歴クエリ結果の以前の全選択頻度とを含む。
【００４７】
　マッチングモジュールは、さらに、ユーザフィードバックログ内の履歴クエリ結果およ
び選択頻度に従って、第１の組のクエリキーワードにマッチする第２の組のクエリキーワ
ードを決定するよう適合されてよい。
【００４８】
　実装例において、ユーザフィードバックログ取得モジュールは、さらに、選択頻度とし
て、履歴クエリ結果に対する選択頻度および／または履歴クエリ結果のコンテンツに対す
る選択頻度を取得するよう適合されてよい。
【００４９】
　図３は、マッチングモジュールの一実施形態を示すブロック図である。図に示すように
、マッチングモジュールは、第１の組のキーワードに対応する履歴クエリ結果のコンテン
ツを取得するためのコンテンツ取得ユニット２０３１と、履歴クエリ結果のコンテンツに
対して単語分割を実行して単語分割後の単語を取得するための単語分割ユニット２０３２
と、単語分割後の単語の選択頻度に従って、第１の組のクエリキーワードにマッチする第
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２の組のクエリキーワードを決定するためのマッチングユニット２０３３と、を備える。
【００５０】
　実装例において、単語分割ユニットは、さらに、単語分割後に、以下のタイプの内の１
または複数のタイプの単語を取得するよう適合されてよい。単語分割後に第１の組のクエ
リキーワードに隣接する単語、単語分割後に第１の組のクエリキーワードを含む単語、お
よび、単語分割後に第１の組のクエリキーワードの構成部分を含む単語。
【００５１】
　実装例において、マッチングモジュールは、さらに、履歴クエリ結果および選択頻度に
従って、第１の組のクエリキーワードにマッチする第２の組のクエリキーワードを決定す
るよう適合されてよく、選択頻度は、所定の閾値よりも大きい。
【００５２】
　図４は、第１クエリキーワード取得モジュールの一実施形態を示すブロック図である。
図に示すように、第１クエリキーワード取得モジュールは、ユーザが入力する情報コンテ
ンツを取得するための情報コンテンツ取得ユニット２０１１と、情報コンテンツに対して
単語分割を実行した後に単語分割後の単語を取得する、および／または、情報コンテンツ
を文字に分解するための単語分割／分解ユニット２０１２と、単語分割後の単語および／
または文字を第１の組のクエリキーワードとして選択するための第１クエリキーワード決
定ユニット２０１３と、を備えてよい。
【００５３】
　いくつかの実施形態において、ユーザフィードバックログ取得モジュールは、さらに、
選択頻度として、以下の内の１つまたは組み合わせを取得するよう適合されてよい。履歴
クエリ結果のクリック頻度、履歴クエリ結果の表示頻度、履歴クエリ結果の閲覧時間、お
よび、履歴クエリ結果の重要度。
【００５４】
　いくつかの実施形態において、第１クエリキーワード取得モジュールは、さらに、ユー
ザが第１の組のクエリキーワードを入力する時にユーザのユーザ特性を取得するよう適合
されてよく、ユーザフィードバックログ取得モジュールは、さらに、ユーザ特性に従って
ユーザフィードバックログを取得するよう適合されてよい。
【００５５】
　いくつかの実施形態において、第１クエリキーワード取得モジュールは、さらに、ユー
ザが第１の組のクエリキーワードを入力する時にユーザのユーザ特性を取得するよう適合
されてよい。
【００５６】
　ユーザフィードバックログ取得モジュールは、さらに、ユーザフィードバックログを取
得する時に、マッチング対象単語を対象とした履歴クエリ結果と、履歴クエリ結果に対す
るユーザの選択頻度とを含むユーザフィードバックログを取得するよう適合されてよく、
履歴クエリ結果はユーザ特性を含む。
【００５７】
　いくつかの実施形態において、第１クエリキーワード取得モジュールは、さらに、ユー
ザが第１の組のクエリキーワードを入力する時にユーザのユーザ特性を取得するよう適合
されてもよい。マッチングモジュールは、さらに、ユーザフィードバックログに従って第
２の組のクエリキーワードを決定する時に、ユーザ特性に従って第２の組のクエリキーワ
ードを決定するよう適合されてよい。
【００５８】
　図５は、単語マッチングのための処理の一実施形態を示すフローチャートである。図に
示すように、その処理は、単語マッチングが実行される際に以下の工程を含んでよい。第
１の組のクエリキーワードなど、マッチング対象単語を取得する工程５０１、マッチング
対象単語に従ってユーザフィードバックログを取得する工程であって、ユーザフィードバ
ックログは、マッチング対象単語を対象とした以前の全履歴クエリ結果と、履歴クエリ結
果に対するユーザの以前の全選択頻度とを含む工程５０２、および、履歴クエリ結果およ
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び選択頻度に従って、マッチング対象単語にマッチする単語を決定する工程５０３。
【００５９】
　いくつかの実施形態において、選択頻度は、履歴クエリ結果に対する選択頻度および／
または履歴クエリ結果のコンテンツに対する選択頻度を含む。
【００６０】
　いくつかの実施形態において、履歴クエリ結果のコンテンツに対する選択頻度に従って
、マッチング対象単語にマッチする単語を決定する工程は：マッチング対象単語の履歴ク
エリ結果のコンテンツを取得する工程と；履歴クエリ結果のコンテンツに対して単語分割
を実行し、単語分割後の単語を取得する工程と；単語分割後の単語の選択頻度に従って、
マッチング対象単語にマッチする単語を決定する工程と、を備える。
【００６１】
　様々な実施形態において、単語分割後の単語とは、以下タイプの内の１または複数のタ
イプの単語を指す：単語分割後にマッチング対象単語に隣接する単語；単語分割後にマッ
チング対象単語を含む単語；および、単語分割後にマッチング対象単語の構成部分を含む
単語。
【００６２】
　いくつかの実施形態において、マッチング対象単語にマッチする単語が、履歴クエリ結
果および選択頻度に従って決定される場合、選択頻度は、所定の閾値よりも大きい。
【００６３】
　マッチング対象キーワードを取得する工程は、以下の工程を含んでよい。ユーザが入力
した情報コンテンツを取得する工程、情報コンテンツに対して単語分割を実行した後に単
語分割後の単語を取得する、および／または、情報コンテンツを文字に分解する工程、お
よび、単語分割後の単語および／または文字を、マッチング対象単語として選択する工程
。
【００６４】
　いくつかの実施形態において、選択頻度は、以下の内の１または組み合わせを含んでよ
い。履歴クエリ結果のクリック頻度、履歴クエリ結果の表示頻度、履歴クエリ結果の閲覧
時間、および、履歴クエリ結果の重要度。
【００６５】
　いくつかの実施形態において、方法は、さらに、ユーザがマッチング対象単語を入力す
る時にユーザのユーザ特性を取得する工程と、ユーザフィードバックログを取得する時に
ユーザ特性に従ってユーザフィードバックログを取得する工程と、を備えてよい。
【００６６】
　いくつかの実施形態において、方法は、ユーザがマッチング対象単語を入力する時にユ
ーザのユーザ特性を取得する工程と、ユーザフィードバックログを取得する工程とを備え
てよく、取得されるユーザフィードバックログは、マッチング対象単語を対象とした履歴
クエリ結果と、履歴クエリ結果に対するユーザの選択頻度とを含み、履歴クエリ結果はユ
ーザ特性を含んでも良い。
【００６７】
　いくつかの実施形態において、方法は、さらに、ユーザがマッチング対象単語を入力す
る時にユーザのユーザ特性を取得する工程と、ユーザフィードバックログに従って、マッ
チング対象単語にマッチする単語を決定する時に、ユーザ特性に従って、マッチング対象
単語にマッチする単語を決定する工程と、を備えてよい。
【００６８】
　図６は、単語マッチングのための装置の一実施形態を示すブロック図である。図に示す
ように、装置は、マッチング対象単語を取得するためのマッチング対象単語取得モジュー
ル６０１と、マッチング対象単語に従ってユーザフィードバックログを取得するためのユ
ーザフィードバックログ取得モジュール６０２と、ユーザフィードバックログに従って、
マッチング対象単語にマッチする単語を決定するためのマッチングモジュール６０３と、
を備える。
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【００６９】
　いくつかの実施形態において、ユーザフィードバックログ取得モジュールは、さらに、
マッチング対象単語を対象とした以前の全履歴クエリ結果と、履歴クエリ結果に対するユ
ーザの以前の全選択頻度とを含むユーザフィードバックログを取得するよう適合されてよ
く、マッチングモジュールは、さらに、ユーザフィードバックログ内の履歴クエリ結果お
よび選択頻度に従って、マッチング対象単語にマッチする単語を決定するよう適合されて
よい。
【００７０】
　ユーザフィードバックログ取得モジュールは、さらに、選択頻度として、履歴クエリ結
果に対する選択頻度および／または履歴クエリ結果のコンテンツに対する選択頻度を取得
するよう適合されてよい。
【００７１】
　いくつかの実施形態において、マッチングモジュールは：マッチング対象単語の履歴ク
エリ結果のコンテンツを取得するためのコンテンツ取得ユニットと、履歴クエリ結果のコ
ンテンツに対して単語分割を実行して単語分割後の単語を取得するための単語分割ユニッ
トと、単語分割後の単語の選択頻度に従って、マッチング対象単語にマッチする単語を決
定するためのマッチングユニットと、を備える。
【００７２】
　単語分割ユニットは、さらに、単語分割後に、以下のモードまたはそれらを組み合わせ
たモードの単語を取得するよう適合されてよい。単語分割後にマッチング対象単語に隣接
する単語、単語分割後にマッチング対象単語を含む単語、および、単語分割後にマッチン
グ対象単語の構成部分を含む単語。
【００７３】
　マッチングモジュールは、さらに、履歴クエリ結果および選択頻度に従って、マッチン
グ対象単語にマッチする単語を決定するよう適合されてよく、選択頻度は、所定の閾値よ
りも大きくても良い。
【００７４】
　マッチング対象単語取得モジュールは、ユーザが入力する情報コンテンツを取得するた
めの情報コンテンツ取得ユニットと、情報コンテンツに対して単語分割を実行した後に単
語分割後の単語を取得する、および／または、情報コンテンツを文字に分解するための単
語分割／分解ユニットと、単語分割後の単語および／または文字をマッチング対象単語と
して選択するためのマッチング対象単語決定ユニットと、を備えてよい。
【００７５】
　ユーザフィードバックログ取得モジュールは、さらに、選択頻度として、以下の内の１
つまたは組み合わせを取得するよう適合されてよい。履歴クエリ結果のクリック頻度、履
歴クエリ結果の表示頻度、履歴クエリ結果の閲覧時間、および、履歴クエリ結果の重要度
。
【００７６】
　いくつかの実施形態において、マッチング対象単語取得モジュールは、さらに、ユーザ
がマッチング対象単語を入力する時にユーザのユーザ特性を取得するよう適合され、ユー
ザフィードバックログ取得モジュールは、さらに、ユーザ特性に従ってユーザフィードバ
ックログを取得するよう適合されても良い。
【００７７】
　いくつかの実施形態において、マッチング対象単語取得モジュールは、さらに、ユーザ
がマッチング対象単語を入力する時にユーザのユーザ特性を取得するよう適合されてよく
、ユーザフィードバックログ取得モジュールは、さらに、ユーザフィードバックログを取
得する時に、マッチング対象単語を対象とした履歴クエリ結果と、履歴クエリ結果に対す
るユーザの選択頻度とを含むユーザフィードバックログを取得するよう適合されてよく、
履歴クエリ結果はユーザ特性を含んでも良い。
【００７８】
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　いくつかの実施形態において、マッチング対象単語取得モジュールは、さらに、ユーザ
がマッチング対象単語を入力する時にユーザのユーザ特性を取得するよう適合されてよく
、マッチングモジュールは、さらに、ユーザフィードバックログに従って、マッチング対
象単語にマッチする単語を決定する時に、ユーザ特性に従って、マッチング対象単語にマ
ッチする単語を決定するよう適合されてよい。
【００７９】
　上述の実施形態によると、ユーザフィードバックログの解析に基づいて、単語の潜在的
意味を自動的に見つけることができ、単語間の隠れた関係性を正確に見つけられることが
わかる。さらに、自動的に見つけられた単語の潜在的意味と、クエリされる単語の相関す
る意味とを用いて、検索エンジンの効果を改善することができる。さらに、クエリ単語の
潜在的語義が自動的に見つけられる時に、単語分割結果だけではなく、検索文字列内でク
エリ単語に直接隣接する単独語の単語頻度に従っても、同様の効果を得ることができる。
したがって、本願の一実施形態によると、自動的に見つけられた単語の潜在的語義により
、検索エンジンの性能を改善することができる。従来の技術と比べて、検索精度および効
率を改善することができる。
【００８０】
　説明しやすいように、上記のシステムについては、機能に従って様々なモジュールまた
はユニットに分けて、それぞれを説明してきた。しかしながら、本発明の実施の際には、
各モジュールまたはユニットの機能は、１または複数のソフトウェアおよび／またはハー
ドウェアで実現されうる。
【００８１】
　当業者であれば、本願の実施形態は、方法、システム、または、コンピュータプログラ
ム製品として提供されうることを理解できる。したがって、本願は、完全にハードウェア
的な実施形態、完全にソフトウェア的な実施形態、または、その組み合わせの形態を取り
うる。さらに、本願は、コンピュータ利用可能なプログラムコードを含む１または複数の
コンピュータ利用可能な記憶媒体（磁気ディスクストレージ、ＣＤ－ＲＯＭ、および、光
学ストレージを含むが、これらに限定されない）に実装されたコンピュータプログラム製
品の形態を取ってもよい。
【００８２】
　本願は、本願の実施形態に従った方法、装置（システム）、および、コンピュータプロ
グラム製品のフローチャートおよび／またはブロック図を参照して説明されている。フロ
ーチャートおよび／またはブロック図内の各フローおよび／またはブロック、ならびに、
フローチャートおよび／またはブロック図内のフローおよび／またはブロックの組み合わ
せは、コンピュータプログラム命令によって実現されうることを理解されたい。かかるコ
ンピュータプログラム命令は、マシンを生成するために、汎用コンピュータ、専用コンピ
ュータ、内蔵プロセッサ、または、他のプログラム可能なデータ処理デバイスのプロセッ
サに供給され、その結果、コンピュータまたはその他のプログラム可能なデータ処理デバ
イスのプロセッサによって実行された命令が、フローチャート内の１または複数のフロー
および／またはブロック図内の１または複数のブロックに記載された機能を実現するため
のデバイスを生成しうる。
【００８３】
　かかるコンピュータプログラム命令は、コンピュータまたはその他のプログラム可能な
データ処理デバイスが特定のモードで機能するよう導くことができるコンピュータ読み取
り可能な記憶装置に格納されてもよく、それにより、コンピュータ読み取り可能な記憶装
置に格納された命令は、命令装置を含む製品を生成することが可能であり、命令装置は、
フローチャート内の１または複数のフローおよびブロック図内の１または複数のブロック
に記載された機能を実現することができる。
【００８４】
　かかるコンピュータプログラム命令は、コンピュータまたはその他のプログラム可能な
データ処理デバイスにロードされてもよく、そうすれば、一連の動作処理をコンピュータ
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またはその他のプログラム可能なデバイスで実行して、コンピュータで処理を実現するこ
とが可能になり、それにより、コンピュータまたはその他のプログラム可能なデバイスで
実行された命令は、フローチャート内の１または複数のフローおよび／またはブロック図
内の１または複数のブロックに記載された機能を実現するための処理を提供しうる。
【００８５】
　本願の好ましい実施形態について上述したが、当業者であれば、基本的な創造概念の教
示内で他の変更例および変形例を実現することが可能である。したがって、好ましい実施
形態と、これらの変更例および変形例はすべて、添付の特許請求の範囲に含まれるもので
ある。
【００８６】
　当業者は、本発明の精神および範囲から逸脱することなく、本発明に様々な変形および
変更を施すことができることを理解されたい。したがって、本発明に対するこれらの変形
例および変更例が、本発明の請求項およびその等価物の範囲に属している場合には、本発
明は、これらの変形例および変更例を含むものである。
　適用例１：クエリを実行する方法であって、ユーザ入力を受信し、前記ユーザ入力に少
なくとも部分的に基づいて第１の組のクエリキーワードを決定し、前記第１の組のクエリ
キーワードの少なくとも一部に基づいて、履歴クエリ結果を含むユーザフィードバックロ
グを取得し、前記ユーザフィードバックログに基づいて、第２の組のクエリキーワードを
決定し、前記第２の組のクエリキーワードの少なくとも一部に基づいてクエリを実行する
、ことを備える、方法。
　適用例２：適用例１に記載の方法はさらに、クエリ結果を返信し、前記クエリ結果を用
いてユーザフィードバックデータベースを更新する、ことを備える、方法。
　適用例３：適用例１に記載の方法において、前記ユーザ入力は、文脈に基づいて複数の
分割単語に分割され、前記第１の組のクエリキーワードは、前記複数の分割単語を含む、
方法。
　適用例４：適用例３に記載の方法において、前記第１の組のクエリキーワードは、前記
複数の分割単語の内の少なくとも一部に隣接する１または複数の単語、前記複数の分割単
語の少なくとも一部分を含む１または複数の単語、前記複数の分割単語の内の少なくとも
１つの分割単語を含む１または複数の単語、または、これらの組み合わせを含む、方法。
　適用例５：適用例１に記載の方法において、前記ユーザフィードバックログは、前記第
１の組のクエリキーワードの少なくとも一部をクエリ対象として用いて取得された履歴ク
エリ結果を含む、方法。
　適用例６：適用例１に記載の方法において、前記ユーザフィードバックログは、選択頻
度を含む、方法。
　適用例７：適用例６に記載の方法において、前記選択頻度は、前記履歴クエリ結果のク
リック頻度、前記履歴クエリ結果の表示頻度、前記履歴クエリ結果の閲覧時間、前記履歴
クエリ結果の重要度、または、これらの組み合わせ、に少なくとも部分的に基づいて決定
される、方法。
　適用例８：適用例１に記載の方法において、前記第２の組のクエリキーワードは、前記
第１の組のクエリキーワードに対応する１または複数の潜在単語を含み、前記潜在単語は
、前記第１の組のクエリキーワードに関する潜在的意味を有する、方法。
　適用例９：適用例１に記載の方法において、前記第２の組のクエリキーワードの少なく
とも一部に基づくクエリの実行は、前記第２の組のクエリキーワードの少なくとも一部を
検索エンジンに送信することを含む、方法。
　適用例１０：適用例１に記載の方法はさらに、前記ユーザ入力を生成したユーザのユー
ザ特性を取得することを備え、前記ユーザフィードバックログは、前記ユーザ特性に少な
くとも部分的に従って取得される、方法。
　適用例１１：適用例１に記載の方法はさらに、前記ユーザ入力を生成したユーザのユー
ザ特性を取得することを備え、前記第２の組のクエリキーワードは、前記ユーザ特性に少
なくとも部分的に従って取得される、方法。
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　適用例１２：クエリシステムであって、ユーザ入力を受信するよう構成されたインター
フェースと、前記インターフェースに接続された１または複数のプロセッサであって、前
記ユーザ入力に少なくとも部分的に基づいて第１の組のクエリキーワードを決定し、前記
第１の組のクエリキーワードの少なくとも一部に基づいて、履歴クエリ結果を含むユーザ
フィードバックログを取得し、前記ユーザフィードバックログに基づいて、第２の組のク
エリキーワードを決定し、前記第２の組のクエリキーワードの少なくとも一部に基づいて
クエリを実行するよう構成された、１または複数のプロセッサと、
　前記１または複数のプロセッサに接続され、前記プロセッサに命令を提供するよう構成
された１または複数のメモリと、を備える、システム。
　適用例１３：適用例１２に記載のシステムにおいて、前記プロセッサは、クエリ結果を
返信し、前記クエリ結果を用いてユーザフィードバックデータベースを更新するように構
成されている、システム。
　適用例１４：適用例１２に記載のシステムにおいて、前記ユーザ入力は、文脈に基づい
て複数の分割単語に分割され、前記第１の組のクエリキーワードは、前記複数の分割単語
を含む、システム。
　適用例１５：適用例１４に記載のシステムにおいて、前記第１の組のクエリキーワード
は、前記複数の分割単語の内の少なくとも一部に隣接する１または複数の単語、前記複数
の分割単語の少なくとも一部分を含む１または複数の単語、前記複数の分割単語の内の少
なくとも１つの分割単語を含む１または複数の単語、または、これらの組み合わせを含む
、システム。
　適用例１６：適用例１２に記載のシステムにおいて、前記ユーザフィードバックログは
、前記第１の組のクエリキーワードの少なくとも一部をクエリ対象として用いて取得され
た履歴クエリ結果を含む、システム。
　適用例１７：適用例１２に記載のシステムにおいて、前記ユーザフィードバックログは
、選択頻度を含む、システム。
　適用例１８：適用例１７に記載のシステムにおいて、前記選択頻度は、前記履歴クエリ
結果のクリック頻度、前記履歴クエリ結果の表示頻度、前記履歴クエリ結果の閲覧時間、
前記履歴クエリ結果の重要度、または、これらの組み合わせ、に少なくとも部分的に基づ
いて決定される、システム。
　適用例１９：適用例１２に記載のシステムにおいて、前記第２の組のクエリキーワード
は、前記第１の組のクエリキーワードに対応する１または複数の潜在単語を含み、前記潜
在単語は、前記第１の組のクエリキーワードに関する潜在的意味を有する、システム。
　適用例２０：適用例１２に記載のシステムにおいて、前記第２の組のクエリキーワード
の少なくとも一部に基づいくクエリの実行は、前記第２の組のクエリキーワードの少なく
とも一部を検索エンジンに送信することを含む、システム。
　適用例２１：適用例１２に記載のシステムにおいて、前記プロセッサは、さらに、前記
ユーザ入力を生成したユーザのユーザ特性を取得するよう構成され、前記ユーザフィード
バックログは、前記ユーザ特性に少なくとも部分的に従って取得される、システム。
　適用例２２：適用例１２に記載のシステムにおいて、前記プロセッサは、さらに、前記
ユーザ入力を生成したユーザのユーザ特性を取得するよう構成され、前記第２の組のクエ
リキーワードは、前記ユーザ特性に少なくとも部分的に従って取得される、システム。
【００８７】
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